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平成３０年度 第２回柏原市総合教育会議議事録 

日   時 平成 30 年 12 月 18 日(火) 午後 2 時から午後 2 時 45 分 

場   所 柏原市教育センター2 階 柏原市教育委員会 教育委員会室 

出 席 者 （柏原市総合教育会議構成員） 

○市長 冨宅 正浩（議長） 

○教育委員会教育長 新子 寿一 

○教育委員会教育長職務代理者 山﨑 裕行 

○教育委員会委員 田中 保和 

○教育委員会委員 近藤 温子 

○教育委員会委員 西村 弥生子 

 

欠 席 者  ○なし 

 

関 係 者 ○副市長 松井 久尚 

○政策推進部長 市川 信行 

○政策推進部総合政策監 山口 智弘 

○健康福祉部長 石橋 敬三 

○教育部長 福島 潔 

○教育部教育監 岡本 泰典 

○教育部次長 石垣 好啓 

○教育部教育総務課長 寺川 款 

○教育部学務課長 安田 典子 

○教育部指導課長 石田 智 

 

事 務 局 ○政策推進部次長兼企画調整課長 小林 一裕 

○政策推進部企画調整課主幹   野村 英晃 

 

会 議 次 第 １ 開会 

２ 市長あいさつ 

３ 出席者紹介 

４ 議事 

（１）「柏原市教育振興基本計画改訂版」の進捗状況について 

（２）防災教育について 

（３）国分小学校・国分東小学校の統合に係る進捗状況について 

（４）いじめ問題について 

（５）その他 

５ 閉会 
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議 事 

 

（事務局） 

【１ 開会】 

皆様お集まりのようですので、早速始めさせていただきます、ただ

今から、第２回柏原市総合教育会議を開催いたします。 

皆様には、ご多忙の折にもかかわらず、ご出席いただきまして、

誠にありがとうございます。私、司会を務めさせていただきます、 

柏原市政策推進部企画調整課の小林でございます。 

どうぞよろしくお願いします。 

 いつもの会議でしたら、この場で、資料の確認をさせていただいて

おりますが、本日は会議資料はございません。  

 早速、会議を進めさせていただきます。 

 なお、本会議は、柏原市総合教育会議運営要綱第 3条第 4項にて規 

定しております開催要件、「市長及び教育長等のうち 1名以上の出席 

による」を満たしておりますので、本会議が成立しておりますことを 

ここで報告させていただきます。 

それでは、会議の開会にあたりまして、冨宅市長よりごあいさつを

申し上げます。 

 

 

（冨宅市長） 

 

【２ あいさつ】 

皆様、改めまして、こんにちは。 

本日は平成３０年度第２回の総合教育会議にご出席いただきまし

て、本当にありがとうございます。 

前回の会議におきましては、国分小学校と国分東小学校の統合や、

子どもたちの安全・安心の取組みなどについて、議論をさせていただ

き、共通認識を持たせていただいたかと思います。 

現在、来年度の予算編成作業の真っただ中でございまして、教育  

委員会関係といたしましては、教育環境の整備やＩＣＴに係る経費、

更には、国分中学校のグラウンド整備など様々な予算要求が計上され

ております。また、現在開会中の１２月議会におきましては、小学校

の空調設備整備に係る補正予算を計上させていただいております。 

常に申し上げておりますが、柏原市の未来を担う子どもたちのため

に、教育施策の方向性を共有させていただき、様々な施策を進め、  

諸問題の解決に当たっていくため、この総合教育会議の場で皆様と 

ご議論をさせていただくことは、大変重要であると考えております。 

どうか、柏原市の教育の発展のために、委員の皆様にはお力を結集

していただくようお願い申し上げまして、私のあいさつとさせていた

だきます。 

本日はよろしくお願いいたします。 
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（事務局） 

 

 

（新子教育長） 

 

（事務局） 

 

（山﨑委員） 

 

（事務局） 

 

（田中委員） 

 

（事務局） 

 

（近藤委員） 

 

（事務局） 

 

（西村委員） 

 

【３ 出席者紹介】 

続きまして、次第の３「出席者紹介」に移ります。 

まず、新子教育長でございます。 

 

新子でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

続きまして、教育長職務代理者の山﨑委員でございます。 

 

山﨑です。よろしくお願いいたします。 

 

続きまして、田中委員でございます。 

 

田中です。よろしくお願いいたします。 

 

続きまして、近藤委員でございます。 

 

近藤です。よろしくお願いいたします。 

 

続きまして、西村委員でございます。 

 

西村です。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【４ 議事】 

それでは、次第４の「議事」に入らせていただきます。 

会議は、柏原市総合教育会議運営要綱第３条の規定により、市長が

議長となります。 

ここからの会議の進行をお願いしたいと思います。 

それでは、市長よろしくお願いいたします。 

 

（１）「柏原市教育振興基本計画 改訂版」の進捗状況について 

それでは、運営要綱に基づきまして、議長を務めさせていただきま

すので、よろしくお願いします。 

まず、議事の（１）「柏原市教育振興基本計画 改訂版」の進捗      

状況についてでございます。 

 柏原市の教育大綱に位置付けております「柏原市教育振興基本計画 

改訂版」、いわゆる後期計画、これが平成２９年度から平成３１年度 

までとなっておりまして、本年度、ちょうど中間を迎えたところにな

ります。そこで、現在の進捗状況について説明をお願いしたいと思い

ます。 
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（岡本教育監） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★教育委員会事務局からの進捗状況の説明 

まず、「柏原市教育振興基本計画 改訂版」におきましては、重点施策

が５つございます。まず、１～３までについて、私の方から説明させ

ていただきます。 

「【重点施策１】幼小中一貫教育を充実させ、学力向上・読書活動を

推進します」についてでございます、 

幼小中一貫教育については、全市展開から 7年目を迎え、各校区の

実態に合わせて毎年取組を進め、年度末には検証を行い、次年度の    

取組を決める、いわゆるＰＤＣＡサイクルの中で充実を図ってまいり

ました。 

また、各校区での事例を共有し、良い取組が広がっているところで

ございます。学力向上については、「書く力の育成」をテーマとして   

取り上げて取組を重ねており、学力・学習状況調査においても成果が

確認できておりますので、さらに成果が上がるように改善を加えなが

ら学力向上対策事業を継続してまいります。 

２０２０年度から本格実施となる小学校からの英語教育について

は、小学校・中学校の接続を踏まえた年間の研修計画を立てて推進す

るとともに、担当指導主事が各校を巡回訪問しながらフォローアップ

を行っており、順調に進んでいるところでございます。 

読書活動については、本年４月に「第２次子ども読書活動推進計画」

を策定し、計画に沿って読書活動の推進を行っております。 

次に、「【重点施策２】幼児期の教育・保育の充実を図ります」でご

ざいますが、認定こども園設置については、こども政策課と連携して

取組を進めております。  

今年度も認定こども園設置に向けての「柏原市就学前教育保育カリ

キュラム」を作成しているところでございます。また、今後の幼保の

連携を深めるための幼保の人事交流を昨年度１名ずつであったところ

から進めて２名ずつとし、それぞれが各園で担任を務めており、相互

理解も深まっているところでございます。 

続きまして、「【重点施策３】家庭、地域、学校の連携・協働を推進

します」についてでございます。 

毎年行われます「全国学力・学習状況調査」の質問紙調査によりま

すと、本市の児童生徒の家庭学習時間が短いことは継続的な課題であ

りました。そのため、各学校ではこの間、その改善のため様々な取組

を進めてまいりました。 

例えば、「家庭学習の手引き」を作成するだけではなく、その活用に

ついて保護者に説明した上で手渡し、さらに学期末の懇談時に状況 

確認を聞き取りしている学校や定期テスト前後に毎回保護者からの 

コメントの記入を求めている学校など、保護者に家庭学習の大切さを
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（福島部長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理解し、協力いただけるように努めてまいりました。 

その結果、本年度の「学力・学習状況調査」においては、平日の   

家庭学習時間が３０分以下の児童生徒は、昨年度と比べて、５％減少

しているところでございます。 

 

続きまして私からは、重点施策の４及び５についてご説明申し上げ

ます。 

「【重点施策４】 体育・スポーツ活動を推進します」につきまして、

でございます。 

市民の健康に対する関心が高まる中、スポーツによる健康推進を 

図るためには、誰もが身近な場所で気軽にスポーツに親しむことので

きる施設が求められています。 

そのため整備を進めております（仮称）恩智川多目的遊水地市民  

スポーツ広場の名称が「柏原市立堅下北スポーツ広場」に決まり、  

平成３１年４月にオープンの予定となっております。 

堅下北スポーツ広場の整備につきましては、野球やソフトボール、

サッカーなどができるスポーツ施設で、多目的広場も備えています。  

なお、駐車場は８７台を有し、屋外スポーツの拠点となる広場とし

て整備を進めております。 

次に「サンヒルスポーツセンター」の設置につきましては、平成  

２９年７月から指定管理者が管理・運営を行うことにより施設を有効

利用し、利用人数の増加が図られています。 

今後も自主運営により更なる推進を図ってまいります。 

続きまして、「【重点施策５】教育環境整備を推進します」について

でございます。平成３０年度中には全中学校に空調設備の設置が完了

いたします。また、小学校への空調設備の設置につきましては、   

１２月議会でご審議いただいておりますように、国の補正予算を受け、

平成３０年度事業として空調設備設置工事を行う予定となっておりま

す。実際には予算を繰り越して平成３１年度に工事を行うこととなり、

教室内での工事などを考慮いたしますと、夏季休業中などの期間での

工事、また、同時に老朽化した受変電設備の工事も実施いたしますこ

とから、実際に使用できるようになりますのは、夏休み以降となるの

ではないかと考えております。 

工事業者・学校との調整を順調に進め、できるだけ早期に使用でき

るよう取組を進めてまいりたいと考えております。 

次に、学校のトイレの整備につきましては、その必要性は十分認識

しておりますが、現在、空調設備の整備、また、柏原中学校及び玉手

中学校体育館の災害復旧工事、ＩＣＴ機器の整備、さらには、国分  

中学校グラウンド整備工事など、非常に大きな予算を必要とする事業

がございますことから、今後、様々な教育環境の整備を検討する中で、
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（冨宅市長） 

 

 

 

 

 

 

（山﨑委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

（近藤委員） 

 

トイレ環境も整備していけるよう取組をしていきたいと考えておりま

す。以上でございます。 

 

ありがとうございます。 

おおむね、計画通り進めていただいているという事で理解をいたし

ました。 

この会議は、私と教育委員の皆様との会議の場でございますので、

委員の皆様から、是非、ご意見をお聞かせいただければと思っている

のですが、委員の皆様、何かございますでしょうか。 

 

柏原市では、先程もお話がありましたように、幼小中一貫教育が  

全市展開されて、大変注目をされています。既に７年目を迎え、この

あたりで、どんな成果があって、また、何が課題なのか、きちんと   

整理をする時期に来ていると思います。平成３０年度の全国学力・ 学

習調査では、成果が出てきたというお話がありました。柏原市教育委

員会事務局も学校も頑張っていただいていますが、柏原の子どもたち

の力はもっと伸びると思いますし、伸ばしてあげてほしいと思います。 

幼小中一貫教育が全市展開され、幼稚園から小学校、小学校から  

中学校への段差、いわゆる小１プロブレム、中１ギャップは解消し、

子どもたちは学校へ行きやすくなり、不登校の解消にはつながってき

ているのかと思います。 

しかしながら、「小学校からの教育を継続して、中学校での教育につ

なげていく」或いは、「幼稚園で体力の基礎となる運動をいっぱいさせ

てあげて、小学校の体力づくりにつなげてあげる」、こうした教育の 

系統性、体系をもっときちんとつくること。 

また、早寝早起きなど基本的な生活習慣ができていない子どもたち

もたくさんいます。 

それから、平日の家庭学習の時間も、まだまだ少ないと思います。

それと、スマホの所有率が高く、使用時間が長いという結果をいつも

報告をしていただいておりますが、やはり大きな課題だと思います。 

こうした課題を解消するために、教育委員会事務局はもっと努力を

していただきたいと思いますし、教育委員会事務局や学校だけでなく、

家庭や地域の人々の力もお借りして、全市的な取組を進めていただけ

るよう、市長さんのお力も是非お借りしたいと考えております。 

よろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございます。他にございますでしょうか。 

 

空調設備の設置につきましては、市長・副市長が文部科学省まで  

足をお運びいただき、陳情していただいたと聞いております。 
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（冨宅市長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新子教育長） 

 

 

（冨宅市長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございます。 

教育委員会事務局の方では、次年度、全小学校の普通教室への空調

設備を設置できるよう事務を進めているという事で、私たちとしまし

ては、できるだけ早い時期に使えるよう願っております。 

今回、普通教室へ空調設備が設置されることとなり、子どもたちの

学習環境はすごく整ったと思います。ただ、体育の授業となると、  

最近の災害級の暑さでは、とても授業ができるような気象状況では 

ないと思いますので、これからも教育に係る予算というのは大きくて、

非常に申しあげにくいのですが、体育館への空調設備などもご検討 

いただけたらと思います。 

 

今、委員がおっしゃっていただいたとおり、夏の暑さというのは、

年々厳しくなってきておりまして、夏休みの前後も大変暑く、子ども

たちが安全に、そして安心して授業を受けるためにも、普通教室への

空調設備設置、これについては、必要性が非常に高いのではないかと

思っています。そういう意味でも、財政面で非常に厳しいものがござ

いますが 、少しでも早く計画がすすめられるように、そのため、財源

に関しても、できるだけ獲得できるようにと、副市長と文部科学省に

も出向きました。 

体育館の空調設備の設置につきましても、先程の教育委員会事務局

の説明にもございましたとおり、学校のトイレの整備と同様に、必要

性は認識しておりますが、これもまた財源の確保が重要となってまい

ります。 

そのことを十分に踏まえた上で、可能な限り協力ができるよう検討

させていただきたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

それでは、次の議題に移りたいと思いますがよろしいですか。 

   

お願いいたします。 

 

（２）防災教育について 

それでは、次の議題に移らせていただきます。 

今年、６月には大阪北部地震、また、台風２１号など、昨年にも   

増して大きな災害が発生いたしました。 

幸いにして、柏原市の子どもたちへの大きな被害はなかったのです

が、教育施設には大きな被害が発生しているのは、ご承知おきのとお

りでございます。 

現在、教育部の各課では、その対策を行っているところかとは理解

をしております。 

今回は、子どもたちの命に係わる被害は出ませんでしたが、今の  

異常気象、これからも、自然災害が発生してくることが想定されます。 
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（石田課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

（西村委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

 

 

 

 

大人たちが子どもたちを守っていくことは当然のことだと思います

が、子どもたち自身も自分で自分の身体や命を守る、こういった意識

を持つことも非常に重要になってくるかと考えております。その意味

では、大規模地震の想定ではありますが、昨年度から実施された防災  

ゲームは動機づけとして非常に有効であったかと考えております。 

防災教育について、今年度はどのような状況になっているのか、  

説明をお願いしたいと思います。 

 

昨年度に引き続き、９月に国分小学校の６年生、１０月には旭ヶ丘

小学校６年生を対象に体験型防災学習を実施し、合わせて約２００名

の児童が参加いたしました。地震発生直後に児童が自分の身を守るた

めに取る行動をゲームのように楽しみながら学び、同時に人を助ける

ことや応急手当の方法なども教わりました。 

参加児童だけでなく、一緒に参加した教員からも、「実際に地震が 

起きた際に自分の命を守るために、まず何を選択しなければならない

のかがよくわかった」、また、「身の回りにあるものを使って応急手当

が出来ることが分かった」等の感想があり、成果があったものと考え

ております。 

教育委員会事務局といたしましては、今後もこの体験型防災学習を

継続して取り組んで参りたいと考えております。 

 

この件について、何かご意見ございますでしょうか。 

 

今回のような体験型防災学習について、確かに非常に有意義な方法

だと考えておりますが、それだけでなく、小さなことでも構わないの

で、日々の学校生活の中でも子どもたちに、防災に関して、何かしら

伝えていって欲しいと思います。 

例えば、「もし登下校中に地震が起きたら、自分の身を守るためには

どうするのか」、それだけではなく、「休み時間や放課後、あるいは  

家庭に一人でいるときに地震が起きた時、どうしたら自らの命と身体

を守れるのか」、「もし、けがをしてしまった時には、応急的にどの  

ようなことをしておけばよいのか」、といったことを、学校できちんと

教えてあげてほしいと思います。 

 

貴重なご意見ありがとうございます。 

確かに、西村委員のおっしゃたとおりだと思います。 

そして、大阪北部地震におきまして、プールのブロック塀が倒壊  

するという事案が発生し、登校中の児童が犠牲となられました。 

これについては、言葉に言い表せないくらいに心を痛めました。 

直ぐに、学校施設や公共施設のブロック塀などの点検と安全対策に
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（冨宅市長） 

 

 

 

 

（安田課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り掛からせていただいたところでございます。 

教育委員会におかれましては、防災教育について、一層の取組を  

すすめていただければと思いますので、よろしくお願いしておきます。 

それでは、次に移らせていただきます。 

 

（３）国分小学校・国分東小学校統合に係る進捗状況について 

今年の第１回総合教育会議の議題といたしまして、国分小学校と 

国分東小学校の統合について意見交換をさせていただきましたが、 

その後の進捗状況について、どの様になっているのか、説明をお願い

します。 

 

５月１５日の総合教育会議におきまして、本件の報告を行いました

が、その後の進捗状況についてご報告いたします。 

統合年月日が２０２０年の４月１日に定められたことの報告を中心

に、５月から１１月にかけて、議員の皆様、保護者や地域の方々、    

教職員への説明を行いました。 

子どもの成長を願う思いは、保護者、地域、学校、行政、皆が同じ

です。 

説明会では、２０２０年の春に子どもたちが良いスタートを切る 

ことが出来るよう、お互いに意見や考えを出し合いながら、市として

初めてとなる統合を成功させたいと、ご理解・ご協力をお願いいたし

ました。 

説明会の中で、共通して出された質問、懸案事項は主に次の３点で

す。 

１点目は「通学路の安全確保」です。「遠方の児童、支援学級の児童

にスクールバスの利用を考えてほしい」、「歩いて通える通学路の整備

をしてほしい」、「国分神社周辺道路の安全対策をお願いしたい」との

意見がございました。 

２点目は、「児童のケア」です。 

「支援学級在籍児童に合理的配慮がどこまでなされるのか」、「教育

環境と教員の配置に配慮がほしい」との声がございました。教員の  

配置につきましては国分東小学校だけではなく、国分小学校の保護者

からも声があがっており、１学級の児童数が増えることについての 

心配は、両小学校に共通しておりました。 

３点目は、「跡地利用」です。 

「地域に学校がなくなることで地域の活性が不安である」、「小学校

に人の出入りがなくなることで、荒れていったり、たまり場になった

りすることが心配である」との声があがっております。 

教育委員会事務局といたしましては、保護者の皆様、地域の皆様の

ご意見を伺いながら、安全・安心な学びの環境を可能な限り整えたい
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（新子教育長） 

 

 

 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新子教育長） 

 

 

 

 

と考え、準備を進めております。 

「通学路」につきましては、学校と一緒に通学路を歩き、都市政策

課とも連携して安全確保に努めております。道路の整備等が困難な 

場合は、安全監視員の配置を検討しております。 

また、スクールバスにつきましては、市内循環バスの利用も視野に

入れながら、児童の安全を最優先に検討を重ねているところでござい

ます。 

「児童のケア」については、洋式トイレの設置やスロープの設置、

普通教室や放課後児童会の空調設備の設置等、国分小学校の教室環境

を整えております。 

児童が前向きな気持ちで統合の日を迎えることができますよう、 

学校では各学年で合同授業、合同遠足などお互いに顔を合わせる取組

も進んでおります。 

「跡地利用」につきましては、地域からのアイデアをご報告させて

いただきながら、自然体でご検討いただけたらと思っております。 

以上でございます。 

 

今、教育委員会事務局より説明がありましたが、各学校区へ赴いて

の説明をしてまいりました。 

それとは別に教育部内部におきましても、国分小学校・国分東小学

校・国分中学校の各校長も交えまして統合準備会を開催し、課題が  

出てきたことにつきましては、オール柏原で解決できるよう取組を 

進めております。 

 

ありがとうございます。 

理解をさせていただきました。 

一通り、地元への説明会も終えたという事でございますが、やはり、

統合の時期が実際に迫ってまいりますと保護者や地域の方々に色々な

思いが出てくるのだろうと思っております。 

保護者や地域の方々には、丁寧な説明を心掛けていただき、やはり、

大人が理解して、安心することができれば、子どもたちにもそれが  

伝わり、安心感を持つことができるようになると思います。 

子どもたちが安心して、楽しく学校に通えるよう最大限の心配りに

ついて、教育委員会事務局にはお願いしたいと考えております。 

 

議長よろしいでしょうか。 

私の方から要望させていただきたいことがございます。 

以前は同じ校区で、子どもたちはみんな歩いて通学をしておりまし

たが、現在は交通量も増え、交通事情が大きく変わってきております。 

現在の国分小学校の通学区域より遠くから通う子どもたちも出てま
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（冨宅市長） 

 

 

 

 

（山﨑委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

 

 

いります。 

先程、安田学務課長からも「市内循環バスへの乗車についても視野

に入れて検討している」との説明がありましたが、乗車マナーについ

ては、学校の方で十分な指導はいたしますが、何分、小学生のことで

ございます。他に市民の方々も同じバスに乗車されます。過去に特認

校の堅上小学校への通学におきまして、市内循環バスを利用した際に

も色々な課題があり、現在は総務課車両担当の協力を得て、送迎して

いただいている状況でございます。 

これらの状況を考えまして、スクールバスの導入については検討し

ていただければと考えております。非常にこの意見が多くございまし

たので、よろしくお願いいたします。 

また、保護者の最大の心配事である、１学級あたりの児童数の増加

について、１学級の人数を精査した上で、加配教員の採用をご検討い

ただけたらというふうに思っております。よろしくお願いいたします。 

 

教育長をはじめ、教育委員の皆様もご承知の通り、財政面では非常

に厳しいものがございます。しかしながら、可能な限り、子どもたち

のことですので、協力できるように検討していきたいと考えておりま

すので、ご理解よろしくお願いいたします。 

 

どうもありがとうございます。 

話は変わるんですけれども、国分駅から国分中学校まで、とても  

広くて立派な歩道が整備され、子どもたちだけでなく、市民の皆様も  

安全に安心して道を歩くことが出来るようになりました。とても喜ん

でいます。 

ただ、柏原市内には、国道２５号や１６５号、旧１７０号などが  

あります。これらの道路には、十分な歩道が整備されていないところ

もあります。 

特に、旧１７０号は狭い上に、車の抜け道になっているのか、非常

に通行量も多いと感じます。車が通るすぐ横を、子どもたちが通って

学校へ行きます。学校でも通学路については、いろいろ工夫はしてい

ますが、どうしてもその道を通らざるを得ない子どもたちもいます。

子どもたちの安全安心、市民の皆様の安全安心を思っていただき、  

こうした道路の歩道の整備について、市長の方から国の方へ強く要望

して下さいますよう、お願いいたします。 

 

わかりました。国あるいは大阪府、これについては、要望する機会

がございますので、その際にはきっちりとお伝えしたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 
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（冨宅市長） 

 

 

 

 

 

 

（石田課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

（田中委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）いじめ問題について 

それでは、次の議題に移らせていただきます。 

総合教育会議で協議する事項の一つとして、児童・生徒等の命また

は身体に現に被害が生じ、又は、まさに被害が生じる恐れがあると  

見込まれる場合など、保護等緊急の場合に講ずるべき措置の検討と 

いう事で、例年、いじめについて、状況をお聞きしておりますが、   

本年、ここまでの状況はどのようになっておりますでしょうか。 

 

いじめ対策といたしましては、毎月、学校から件数や内容について

の調査を行うほか、市独自で、年２回の児童・生徒を対象としたアン

ケート調査を実施し、いじめやその兆候等の把握に努めております 

また、年３回、いじめ問題対応委員会でそれらの調査結果を分析し、

各学校に指導もしております。 

現在のところ、幸い重篤な事象は生起しておりませんが、いじめは

どの学校でも、どの子どもにでも起こりうるものであり、実際にいじ

め事象は生起しております。 

近年は、「いじめの認知件数が多い学校こそ、教職員の目が行き届い

ていることの証である」という考え方が一般的になってきました。  

認知件数が増えることにより、保護者や地域の方々が不安に思わない

ように配慮しつつ、各学校では普段から積極的にいじめを認知し、  

迅速な組織対応により速やかな解決に向けて取り組んでおります。 

そして、この「解決」に向けて丁寧に対応することにより、今後、

いじめの撲滅に繋げていきたいと考えております。以上でございます。 

 

この件について、委員の皆様、何かご意見は・・・。 

 

市長はこれまでも、「柏原市でいじめがあれば許されないことだ」と

強く言っていただいております。 

 我々教育委員会も同じ思いでございます。 

これまでに全国では、いじめにあって命を無くした子どもたちが、

また、学校に通学できなくなった子どもたちがたくさんいます。  

いじめは大きな人権問題であります。今、「特別の教科 道徳」が  

始まり、我々も、柏原の子どもたちが使う教科用図書を選定させて  

いただきました。 

学校現場の先生方には、全ての教育活動の中で、「人としてのあり方」

を教えてほしい。また、今回特に、この新しい教科書用図書が作られ

た「道徳教育」の中で「人間関係の作り方」を教えてほしいと願って

おります。 

「いじめ」は表に出てこないことも多くあります。しかし、陰に  
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（冨宅市長） 

 

（西村委員） 

 

 

 

 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

（近藤委員） 

 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

 

 

 

 

隠れていることが一杯ありますので、学校の先生方、保護者がしっか

りと子どもたちを見守ってあげてほしいと思います。 

また、私どもとしても、気を付けて見ていかなければいけないと  

思っております。よろしくお願いいたします。 

 

他にご意見ございますでしょうか。 

 

私も本当にそのように、同じように思っております。「いじめ」につ

いては、個人情報の問題もありますので、すべてをあからさまに公表

するというのは難しいとは思いますし、それが適しているとは思って

はいないのですが、ある程度、どういう状況なのかが、もう少し具体

的にわかるようにできないのでしょうか。 

そういった情報があれば、「いじめ」に対する意識について、もっと

高められるのではないかと思っております。 

 

他に。 

 

私は保護者の一人としてお話をさせていただきます。 

もしも、いじめに関して報告があった時は、担任の先生だけでは  

何かと大変なこともあるかと思いますので、学校全体で取組をしてい

ただけたらありがたいと思っております。 

 

ありがとうございます。 

教育委員の皆様も「いじめ」に関しまして、いろいろ気にかけてい

ただいており、本当に感謝を申し上げたいと思います。 

また、教育委員会事務局の説明でも、柏原市では大きな事案が生じ

ていないという事で、一安心をしているところでございますが、些細

なことでも、それがきっかけとなり、大きな問題となることがあるや

もしれません。 

教育委員会事務局は、学校と協力して常に気を配り、いじめはもち

ろんのこと、いじめに発展しそうなことを見つけた時には、早々に  

対応していただきますよう、よろしくお願いをしておきたいと思いま

す。 

 

（５）その他 

それでは、次の議題、議事の「（５）その他」についてですが、皆さ

ま、何か案件等はございますでしょうか。 

 

（案件なし） 
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（冨宅市長） 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

 

 

 

（冨宅市長） 

 

 

 無いようでございます。最後に、事務局より何かありますか。 

 

次回の会議日程についてでございます。 

 この度の会議は、（前回の会議で）今年度の予算編成時期に開催  

させていただくということで、（本日）開催させていただきましたが、

今年度は今回を最終の会議とさせていただきたいと考えております。 

来年度の開催については、改めて、開催の日程調整をさせていただ

きたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

 ただ今の事務局からの提案に対しまして、何かご意見等ございませ

んでしょうか。 

 

（意見等なし） 

 

特に、無いようでございます。 

事務局の方から改めて日程の調整をさせていただきますので、  

よろしくお願いします。 

  

 

（冨宅市長） 

 

【５ 閉会】 

 それでは、本日の議事は、以上をもって全て終了となります。 

 本日はこれで閉会とさせていただきます。 

 お忙しい年末の折、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


